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平
成
22
年
度
予
算
案
は
、「
事
業

の
選
択
と
集
中
」
を
行
い
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
と
な
っ
た
が
、
区
税

収
入
の
減
少
等
に
よ
り
、
区
政
運
営

は
さ
ら
に
厳
し
さ
が
増
す
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。
今
後
は
、
受
益
者
負
担

の
適
正
化
、
職
員
の
危
機
意
識
や
経

営
感
覚
の
徹
底
を
強
く
要
望
す
る
。

　

事
業
内
容
は
、
保
育
定
員
の
増
、

民
間
学
童
保
育
室
の
増
設
や
「
児
童

館
特
例
事
業
」
の
拡
大
、
小
学
校
全

校
で
の
あ
だ
ち
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
開
設
、
警
視
庁
と
の
犯
罪
を
減
ら

す
取
り
組
み
、
ま
ち
の
美
化
推
進
等

の
強
化
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
等
の
資

源
化
、
雇
用
創
出
を
め
ざ
す
就
労
支

援
、
緊
急
経
営
資
金
の
あ
っ
せ
ん
等
、

区
の
取
り
組
み
に
一
定
の
評
価
を
す
る
。

　

本
委
員
会
の
中
で
、
我
が
党
委
員

か
ら
何
点
か
指
摘
し
た
。
補
助
第
253

号
線
は
地
域
住
民
の
長
年
の
願
い
で

　

一
般
会
計
は
増
額
と
な
る
一
方
、

特
別
区
民
税
等
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、

基
金
を
取
り
崩
し
て
の
財
政
運
営
も

今
後
２
、３
年
で
底
を
つ
く
等
、
区

財
政
は
厳
し
い
舵
取
り
が
迫
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
も
、
竹
ノ
塚
駅
付

近
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
区
施
工

で
取
り
組
む
強
い
姿
勢
を
示
し
、
平

成
23
年
度
事
業
認
可
を
め
ざ
し
て

い
る
。
人
の
命
と
安
全
に
直
接
か
か

わ
る
事
業
で
あ
り
、
引
き
続
き
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
願
う
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
予
算
案
で

計
上
さ
れ
た
、「
子
ど
も
施
策
」
で

の
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一

部
助
成
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
充

実
、
発
達
障
が
い
児
支
援
、
小
規
模

保
育
室
整
備
等
の
待
機
児
童
解
消
対

策
。「
高
齢
者
施
策
」
で
の
、
介
護

予
防
事
業
「
ら
く
ら
く
教
室
」
の
大

幅
な
拡
大
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

あ
り
、
議
会
へ
の
十
分
な
説
明
も
な

し
に
５
年
間
先
送
り
で
は
な
く
、
一

日
も
早
い
着
工
・
完
成
を
強
く
要
望

す
る
。
生
活
保
護
受
給
世
帯
数
は
過

去
最
高
で
異
常
な
状
態
で
あ
り
、
区

民
の
理
解
を
得
る
た
め
、
適
正
化
に

向
け
一
層
の
努
力
と
工
夫
を
期
待
す

る
。
公
園
、
小
・
中
学
校
等
の
ト
イ

レ
の
新
設
・
改
修
は
、
シ
ン
プ
ル
な

も
の
と
し
、
経
費
節
減
に
努
め
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
助
成
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回

収
機
の
増
設
、
垳
川
浄
化
等
の
環
境

対
策
、
０
歳
児
保
育
の
移
行
に
よ
る

認
可
保
育
園
１
歳
児
か
ら
５
歳
児
定

の
支
給
事
業
、
小
規
模
多
機
能
介
護

施
設
の
設
置
等
。「
環
境
施
策
」
で
の
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
機
の
増
設
、
垳

川
浄
化
と
環
境
改
善
等
。「
治
安
対

策
」
で
の
、
区
内
警
察
と
連
携
強
化

し
た
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
充
実
。

協
働
推
進
に
お
け
る
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
計
画
、
町
会
・

自
治
会
へ
の
支
援
。「
産
業
と
就
労

支
援
」
に
お
け
る
、
中
小
企
業
融
資

事
業
、
若
者
・
高
齢
者
の
就
労
支
援

等
。
公
会
計
導
入
に
お
け
る
、フ
ロ
ー

と
ス
ト
ッ
ク
の
増
減
が
連
動
し
た
資

産
と
負
債
の
明
確
化
に
よ
る
施
設
更

新
等
。
こ
れ
ら
は
、
我
が
党
が
要
望

し
て
き
た
重
要
施
策
で
あ
る
。

員
の
増
、
子
ど
も
の
学
力
向
上
に
つ

な
が
る
学
習
環
境
の
整
備
、
教
員
の

研
修
体
制
の
充
実
、
道
徳
教
育
等
に

公
正
な
教
科
書
の
採
択
、
青
色
灯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
の
台
数
増
、
千
住
大
橋

駅
周
辺
地
区
住
宅
市
街
地
総
合
整
備

事
業
で
の
Ｕ
Ｒ
と
の
協
議
、
補
助
第

258
号
線
の
早
期
全
面
開
通
、
西
新
井

駅
西
口
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
、

西
新
井
駅
西
口
地
区
の
医
療
体
制
の

整
備
、
綾
瀬
駅
周
辺
自
転
車
駐
車
場

の
整
備
、
国
勢
調
査
の
円
滑
な
実
施
、

町
会
・
自
治
会
と
の
連
携
強
化
等
に

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

　

区
は
、
指
摘
事
項
等
を
尊
重
し
、

そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
と
と
も
に
、
予
算
の
執

行
に
お
い
て
も
、
議
会
と

の
信
頼
関
係
を
損
な
う
こ

と
の
な
い
よ
う
強
く
求
め

る.

。

　

ま
た
、
予
算
案
に
は
、

子
ど
も
手
当
の
支
給
事
業

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

公
明
党
は
児
童
手
当
の
生

み
の
親
で
あ
り
、
財
政
の

厳
し
い
中
、
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
た

誇
り
が
あ
る
。
平
成
22
年
度
の
子
ど

も
手
当
の
仕
組
み
は
、
実
質
、
児
童

手
当
の
拡
充
事
業
そ
の
も
の
で
あ
る

と
意
見
を
申
し
述
べ
る
。
大
幅
な
歳

入
減
と
、
社
会
保
障
費
の
増
大
を
考

え
る
と
、
行
財
政
の
更
な
る
見
直
し
、

包
括
予
算
制
度
な
ど
新
た
な
仕
組
み

づ
く
り
や
、
職
員
の
発
想
の
転
換
に

よ
る
意
識
改
革
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

最
後
に
、
本
委
員
会
で
我
が
党
の

委
員
か
ら
指
摘
さ
れ
た
事
項
や
提
案
、

要
望
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
予

算
の
執
行
や
こ
れ
か
ら
の
区
政
運
営

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

深
ま
る
経
済
危
機
の
中
、
中
小
企

業
の
倒
産
・
廃
業
が
増
え
続
け
、
区

民
の
生
活
は
悪
化
し
て
い
る
。
生

活
保
護
は
、
今
年
２
月
時
点
で

１
万
５
千
世
帯
を
超
え
、
国
保
料
滞

納
世
帯
は
28
％
に
上
り
、
高
校
の
学

費
が
払
え
ず
卒
業
で
き
な
い
事
態
も

広
が
っ
て
い
る
。
子
ど
も
を
保
育
園

に
入
れ
て
働
か
な
け
れ
ば
生
活
で
き

な
い
家
庭
が
増
え
、
待
機
児
も
増
え

る
状
況
。

　

し
か
し
、
平
成
22
年
度
予
算
案
は
、

待
機
児
解
消
と
い
い
な
が
ら
、
認
可

保
育
園
は
増
や
さ
ず
、
住
居
を
失
う

人
が
増
え
て
も
、
生
活
確
保
対
策
へ

の
姿
勢
も
見
せ
ず
、
看
護
師
不
足
解

消
に
も
背
を
向
け
た
。
学

校
統
廃
合
は
、
存
続
の
声

を
押
し
の
け
て
も
強
行
す

る
姿
勢
で
、
許
せ
な
い
。

　

区
は
、
基
金
860
億
円
は

あ
と
10
年
で
底
を
つ
く
か
の
よ
う
に

強
調
、
本
委
員
会
で
見
通
し
ま
で
出

し
た
が
、
こ
れ
は
今
後
10
年
間
、
積

み
立
て
し
な
い
場
合
の
見
込
み
で
あ

り
、
区
民
に
危
機
を
あ
お
る
ま
や
か

し
で
あ
る
。
区
財
政
は
健
全
で
、
区

民
を
支
え
る
お
金
は
あ
る
。
学
校
開

放
有
料
化
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る

一
方
、
竹
ノ
塚
駅
東
口
公
共
駐
車
場

は
、
が
ら
空
き
で
も
ビ
ル
所
有
者
に

毎
年
４
千
万
円
が
渡
り
、
天
空
劇
場

と
会
議
室
は
、
使
用
に
か
か
わ
ら
ず

綜
合
商
事
に
平
成
38
年
ま
で
毎
年

９
千
800
万
円
投
入
し
続
け
る
仕
組
み

で
、
区
民
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
相
続
税
対
策
で
生
じ
た
土

地
を
、
２
年
間
で
８
億
円
以
上
か
け

て
購
入
。
お
金
の
使
い
方
、
優
先
順

位
が
間
違
っ
て
い
る
。

　

我
が
党
は
、
本
来
区
長
が
率
先
し

て
や
る
べ
き
事
項
を
予
算
修
正
案
と

し
て
提
案
し
た
。
内
容
は
、
認
可
保

育
園
や
学
童
保
育
室
の
増
設
、
35
人

学
級
の
実
施
、
住
宅
喪
失
者
へ
の
一

時
宿
泊
所
の
確
保
、
看
護
師
不
足
対

策
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、

障
が
い
者
へ
の
支
援
、
環
境
に
や
さ

し
い
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
の
導
入
等
。
年

間
予
算
の
わ
ず
か
１
％
で
、
64
項
目

の
新
規
・
拡
充
事
業
が
で
き
る
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
４
月
か
ら
一
人
平
均
６
千
223
円

と
大
幅
な
値
上
げ
。
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
は
、
廃
止
が
４
年
先
送

り
と
な
り
、
４
月
か
ら
４
割
が
負
担

増
。
さ
ら
な
る
負
担
を
押
し
付
け
る

も
の
で
、
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。

　

経
済
不
況
か
ら
景
気
回

復
の
目
途
が
い
ま
だ
見
え

て
こ
な
い
。
派
遣
切
り
等

に
よ
る
求
職
者
の
急
増

で
、
正
規
職
の
有
効
求
人

倍
率
は
約
0.2
倍
。
ま
さ
に
働
き
た
く

て
も
仕
事
が
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で

あ
る
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
は
急
増

し
、
扶
助
費
の
伸
び
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
。

　

区
歳
入
の
44
％
を
依
存
し
て
い
る

都
区
財
政
調
整
交
付
金
は
大
幅
減
。

基
金
も
あ
と
２
、３
年
で
底
を
つ
く

と
い
う
厳
し
い
財
政
難
で
あ
る
。
地

域
経
済
も
区
民
生
活
も
財
政
状
況
も
、

な
か
な
か
希
望
を
見
い
だ
せ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
編
成
さ

れ
た
平
成
22
年
度
予
算
案
は
、
厳
し

い
現
状
を
勘
案
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

で
も
輝
き
を
放
つ
足
立
を
め
ざ
し
て
、 「

子
ど
も
」、「
く
ら
し
」、「
ま
ち
づ

く
り
」
に
重
点
を
置
い
た
。

　

そ
の
中
で
、
553
名
の
雇
用
を
生
み

出
す
「
緊
急
雇
用
対
策
事
業
」、
緊

急
経
済
対
策
の
目
玉
「
中
小
企
業
融

資
事
業
」、
少
人
数
学
級
実
施
の
た

め
の
「
副
担
任
講
師
の
配
置
」
や
「
学

力
向
上
対
策
推
進
事
業
」、
低
炭
素

社
会
・
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す
「
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
」
や
「
資
源

化
推
進
事
業
・
３
Ｒ
啓
発
」、
大
学

の
開
学
に
あ
わ
せ
た
「
産
学
公
連
携

促
進
事
業
」
等
の
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
、
一
定
の
評
価
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
切
羽
つ
ま
っ
た

区
民
生
活
と
、
財
政
難
の
危
機
に
対

し
て
、
区
の
認
識
に
少
な
か
ら
ず

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

地
域
経
済
を
活
性
化
し
て
、
区
民
生

活
を
守
り
、
く
ら
し
・
生
活
再
建
の

支
援
策
を
、
柔
軟
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ

に
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

最
後
に
、
次
の
指
摘
を
す
る
。「
待

機
児
童
の
解
消
」「
雇
用
・
生
活
総

合
相
談
窓
口
の
充
実
」「
高
効
率
給

湯
器
補
助
制
度
の
導
入
」「
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
対
策
の
強
化
」「
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
あ
だ
ち
の
取
り
組
み

の
拡
充
」「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
緊

急
増
員
」「
屋
上
エ
コ
ガ
ー
デ
ン
の

充
実
」「
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
」「
あ

だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
維
持
経
費
削

減
等
更
な
る
歳
出
削
減
の
努
力
」。

　

以
上
、
委
員
会
で
の
議
論
を
十
分

に
考
慮
し
、
区
民
と
一
番
近
い
自
治

体
、
区
民
生
活
向
上
の
担
い
手
と
し

て
の
予
算
執
行
を
強
く
要
望
す
る
。

足 立 区 議 会 自 由 民 主 党

日 本 共 産 党 足 立 区 議 団

足 立 区 議 会 公 明 党

足 立 区 議 会 民 主 党

一般会計・・・・・・・・・・・・・・ 賛　成	 反　対
国民健康保険特別会計・・・・・・・・ 賛　成	 −
介護保険特別会計・・・・・・・・・・ 賛　成	 −
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・ 賛　成	 −
老人保健医療特別会計・・・・・・・・ 賛　成	 −

原案 修正案

一般会計・・・・・・・・・・・・・・ 賛　成	 反　対
国民健康保険特別会計・・・・・・・・ 賛　成	 −
介護保険特別会計・・・・・・・・・・ 賛　成	 −
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・ 賛　成	 −
老人保健医療特別会計・・・・・・・・ 賛　成	 −

一般会計・・・・・・・・・・・・・・ 賛　成	 反　対
国民健康保険特別会計・・・・・・・・ 賛　成	 −
介護保険特別会計・・・・・・・・・・ 賛　成	 −
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・ 賛　成	 −
老人保健医療特別会計・・・・・・・・ 賛　成	 −

一般会計・・・・・・・・・・・・・・ 反　対	 賛　成
国民健康保険特別会計・・・・・・・・ 反　対	 −
介護保険特別会計・・・・・・・・・・ 賛　成	 −
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・ 反　対	 −
老人保健医療特別会計・・・・・・・・ 賛　成	 −

せぬま　剛
委員

ふちわき 啓子
委員

浅子　けい子
委員

おぐら　修平
委員

予算委員会の
討 論（ 要 旨 ）

原案 修正案

原案原案 修正案修正案


